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中村明子のプロフィール
1965年　京都市生まれ
1987年　武蔵野美術大学造形学部基礎デザイン学科卒業
テキスタイル・広告・土木建設コンサル関係のデザイナー
を経て、2004年日本臨床美術協会認定 臨床美術士の資格
取得。高浜第３小学校保護者会副会長、高浜中学校保護者
会副会長を経験。
現在、市民ネットワーク・みはま代表、市民ネットワーク
ちば 政策室長、高浜中学校区青少年育成委員。
千葉市美浜区高浜在住

 みはまネットでは、毎月１回、地域で市民活動をされている方を招いて
お話を聞いたり、千葉市の出前講座をよんだりと、お茶を飲みながらの
学習会を開いています。12月は、千葉市立海浜病院院長の廣瀬先生に、
「上手な病院のかかりかた」について話をしていただきました。病院は
３時間待ちの３分診療、と言われるように大勢の患者さんで病院はパン
ク状態、そして医師は疲弊状態。どうしてそうなったのか、社会的背景
と患者さんの現状の説明がありました。病院は地域の大切な、限りある
資源です。上手に使わないと、病院が成り立たなくなってしまう。その
ためには、まず、かかりつけ医を持とう、地域医療連携室を利用しよう
（海浜病院で窓口を開設）、日ごろから健康に気をつけよう、というこ
とだそうです。
また、「病気については、病院や医師にお任せするのではなく、あなた
自身のことなのだから、自ら考え、自己責任において判断するべき。そ
のためにもしっかりと説明を聞いていいんですよ。」というものでし
た。

　2010年12月議会から、議員が一般質問する際、今までの一括質問だけ
でなく、一問一答方式を選択できるようになりました。一問一答だと、問
いに対してすぐに市側からの答弁が返ってくるので、やりとりの流れがよ
くわかりました。しかし議員が発言ごとに起立し、マイクをたて、質問を
し、市側も発言ごとに起立し、マイクをたて、答弁する。その間には議長
の発言を許可する声も入るので、あわただしい感じです。また議会での発
言は、基本的には議会まで議員と市の両者で練りあげられているので、発
言の仕方だけを変えても、一問一答の良さが引き出されているか、という
と疑問は残ります。
　また、この議会から、議員の質問の際、プロジェクターを使って資料を
見せる試みも始まりました。持ち運び式のスクリーンを設置という簡易な
設備で、議場も明るいままだったのでスクリーン画像が鮮明に見えなかっ
たり、スクリーンが片側に一つなので、傍聴席の場所によってはスクリー
ンが見えにくかったりもしま
す。しかし、表や写真で具体
的に説明資料を見ることがで
き、言葉で聞くだけより説得
力のあるものになっていました。
　今回新しく始まった一問一
答も、説明資料の視覚化もま
だいろいろと問題はあるもの
の、改善をしながらより良い
システムになっていくことが
期待できそうです。

　子どものころ、絵を描くのが好きでした。「白い紙の上は自由」というアトリエの先生の姿勢がし
っくりきて、毎週アトリエに通いました。18年前に千葉市で家庭を持ちましたが、子育てをしなが
ら仕事を続けることはとてもハードでした。家族の健康や職場の環境、身近に頼れる人がいるなどの
恵まれた状況でないと、仕事と子育ての両立はとても厳しいものになります。子育ても仕事も、生活
する上でごく普通の営みであるのに、両立させるには、どれだけ努力をすればいいのかと、がくぜん
としました。
　心の健康も、体の健康も、経済的状況も「今日は大丈夫、心配はない」と思っていてもそれはそん
なに強固なものではありません。人は弱ったり、困ったりしながら生きていくのが普通です。
　私自身が14年前に遭遇した保育所不足の問題は、今もまだ解決されていません。子育ての事、病
気の事、生活の事は「今」の問題であり、いつか解決するから、と先延ばしにされては困ります。
食、住まい、子育て。また、健康、障がいや高齢などの問題に直接携わっている者の大半は女性で
す。しかし、地域に根差して生活している女性の声が、まだ議会にも市政にも充分に反映されていま
せん。人口の約半分が女性なのですから、政治にもバランス良く参加していかなくてはなりません。
男女が対立するのではなく、女性が生きやすい社会は、結局男性にとっても生きやすい社会になりま
す。美浜区選出の市議８人中、女性はたったの２人。もっともっと、生活に密着した女性たちの発言
が千葉市議会にも必要です。ぶあつく温かい社会を思い描き、手を取り合っていきたいと思います。

●ネット情報メール配信
イベントや学習会など、市民ネットワークの情報を配信します。
下記アドレスまで、「ネット情報メール希望」と送信してください。
（pc,携帯可）　mihama@chibanet.jp
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１．伝えたいことはメモして準備
２．対話の始まりはあいさつから
３．よりよい関係づくりはあなたにも責任が
４．自覚症状と病歴はあなたの伝える大切な情報
５．これからの見通しを聞きましょう

６．その後の変化も伝える努力を
７．大事なことはメモをとって確認
８．納得できないときは何度でも質問を
９．医療にも不確実なことや限界がある
10．治療方法を決めるのはあなたです

政治カフェ政治カフェ政治カフェ
議会傍聴記

あなたがいのちの主人公・からだの責任者

（ささえあい医療人権センターより）

【医者にかかる10か条】

都川水の里公園には、千葉市のレ
ッドリストＡランクの「最重要保
護生物」のホトケドジョウが生息
しています。
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